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レミントンは、交通事故などの場合にお子さまの障害をより軽くすることを目的に

開発されたカーシートです。

安全をより確かなものにするために、この説明書をお読みになって正しくお使いく
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用の前にお読みください

●体重 ――-7 kg以上 18 kg未満

●参考年齢 一十一生後 4ヵ月頃から4歳 まで

0身 長 ―――レミントンに座らせたとき、後頭部が背もたれの上から出ないお子さま

●首がしつかりとすわったお子さま

●シー トベルトのついていない座席

●奥行が 45 cm以下の座席

●極端なバケットタイプの座席

● ELR付 2点式シー トベルトがついている後座席

●進行方向に対して横向き、または後向きの座席

●シー トベルトが座席の中間から出ている後座席

●シー トベル トの間隔距離

が 30 cm未満の座席

●バックルが座席に固定されている

ものでバックルにタングをはめたとき、座席の上から、

タングの位置までの長さが 15 cm以上の前座席

●ノゞッシブシー トベル トがついている座席

15 cm以 上

☆ ELR付 シー トベル トとは

く緊急ロック式ベルト巻取装置付〉で通常ゆっくり引く場合にはベルトが自由に出入りし、急ブレーキや衝突など

の衝撃を感知したときだけロック機構が働き、ベルトがロックされるシートベルトです。

●シートベルトにはこの他、巻き取り装置がなく、身体に合わせてベルトの長さを調節するNR式 (長さ調整式)

シートベルトと、ロック機構がなく、ベルトを全部引きだして身体に合わせてベルトの長さを調節するNLR式

(非ロック式ベルト巻取装置付)シートベルトがあ',ます。



レミントンの便い方をわかりやすく

するために.告部分になまえをつけました

(底 面 )

アジャストステー

(後向きにとりつけ

るとき伊辞 まヽす
。
)

肩ベルト通し穴

(3段階)

パッド

バックルボタン

(背面 ・側面)

肩ベルト

後向き

取りつけフック(2ヶ所)

リクライエングレバー

(左右)

前向き

取りつけ用フック(2ヶ所)

(正 面 )

アンカー

(左右)

通気子し

肩ベルト調節金具

ベルトガイド部

肩ベルト

肩ベルトカバー

腰ベルト通し穴

クッション

パッドカバー

ベルトクリップ
(使い方は 13ページに載っています)

（右
　
側
）

（左

側

ベルト通し薄
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車に取りつける前に準備をしましょう
●車に乗せる前に部屋の中で試してください。

お子きまの体格に含わせて肩ベルトの位置を決めます
レミントンを車に取りつける前に、お子さまの体格に合わせて肩ベルトの位置を決めましょう。肩ベルトの位置は 3段 階。お子

様を座らせて、肩のすぐ上にある穴に肩ベルトを通します。たとえば、お子さまの肩がいちばん下の穴とまん中の穴の間にある

場合は、まん中の穴に。いちばん下の穴よりも下にある場合は、いちばん下の穴に肩ベルトを通します。

肩ベルト

通し穴

肩ベルトの穴位置は、必ずお子さまの肩よtサセ)高い位置にくるようにしてくだ

さもヽ

肩ベル陀 はすに 決まつた通u穴につけ替えます
肩ベルト通し穴の位置が決まったら、肩ベルトをはずしてちょうどよい高さの通し穴につけ替えましょう。

はじめに、肩ベルトを背画の肩ベルト調節金具から図 3・図 2の手順ではずし、肩ベルト通し穴から引き出します

次に下の図を見ながら、取りつけましょう。

肩ベルトを通 し穴に通す前に、パッドカ

バーを開けて肩ベルトが正 しくベルト通

し溝に入っているか確かめます。

上図のように、ひとつひねりを加えた状

態で通し溝に入っていれば OK。

肩ベルトをそのまま上にのばし、通し穴に

入れて背画に出しますご背面に出た肩ベ

ルトを、図のようにベルトの瑞を後ろIF  Iに

して2つに折り、肩ベルト調整金具の溝穴

Dに本体1員!から通して、わをCに横から

差し込みますi

さらに、ベルトの端0を折り返して調整金

具のCに通し、図のように溝穴Bに手前

損」わち差し込みま抗 もう一方の肩ベルト

も、同様にして取り付けます。
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お子きまの座らせ万ゃおろし方を試してみましよう
“
レミントンを車に取りつけてはみたものの、おとなしく座っていてくれるかしら・…・・。

"そ
んな心配、少 しはありますね。そこ

で、車に取りつける前にもうひとつ、お子さまの座らせ方、おろし方を練習してみましょう。 2～ 3回 試してみれば、狭い車内で

まごつくこともありません。お子さまといっしょに遊び感覚でやれば、レミン トンに慣れて、ドライブ中のお座りもきっと楽しくな

りますよ。

バックルボタンを下に押 して、そのまま

パッドカバーを手前に開きます。

パッドを起こしてお子さまの胸にあて、

肩ベルトを通し溝に通します。

このとき、肩ベルトは通し穴からまっす

ぐの状態です。

肩ベルトをベルト通し溝から引き出して

パッドを手前に倒し、肩ベルトを左右に

大きく広げます。

ベルトにねじれがないか石雀認してパッ

ドカバーをおこし、カチッと音がするまで

押して閉じます。

お子さまを深く座らせ、肩ベルトを左右

の腕に通します。

肩ベルトがゆるすぎたり、きつすぎたり

したら、P3の 下の図のように背画の調

節金具で肩ベルトの長さを調節しま

す。

>>

レミ ン
前向き……体重

トンの取りつけ方
gk宮 以上 18k宮未満のお子さまに

レミントンの取りつけ方には、下の 4通りがあります。お子さまの体重に合

わせて選びましょう。安全性の高い後座席でのこヾ使用をおすすめします.

後向き……体重 7k宮以上 10 kg未満のお子 さまに

前座席の場合 後座席の場合 前座席の場合 後座席の場合
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アンカーのはす防とベルトの通じ方
●レミントンを車に取り付けるときは、必ず、図のようにアンカーに車の

シートベルトを通して固定します。

(取りつけ完了図)

前向きに取りつける場合

リクライエングを起こすときは、リクラ

イエングレバーをあげながら本体を押し

上げます。(詳しくはP i4「リクライエン

グの仕方」参照)

リクライエング(背もたれの角度)を
一番起こした状態にして、アンカー

のフックが見える状態にします。

(反対側のアンカーも同じ状態にな

る)

この状態で、アンカーに車のシート
ベルトをかけ再度、逆の手順 (3→ 2
→ 1)でアンカーをフックに固定しま

す。

後向きに取りつける場合
後向きで取りつけするときは、3で両サイ

ドのアンカーをはずした後、リクライエング

レノ`一をあげてリクライエングを一番寝

かせた状態にしてからアンカーを後向き

取りつけ用フック(2ヶ所)に固定しま

す。(詳しくは P9「後向きに取りつける場

合」参照)

5

電

―

―

(ベル ト通 し完成図)

アンカーを下げた
状態にする

必ずアンカーを上下 2つのフックに同時
にかけて固定してください。



では、いよいよ取りつけてみましょう

ゴ 前向きに取りつける場含
3点式シートベルトで固定する場合(前座席、
(腰ベルトと肩ベルトを2枚重ねて通す場合〉

(取りつけ完了図)

√
/ア
チ健ね
タング

バックル

シートベルトの長さに余裕のある

場合は、2枚 通ししてください。

一

，

，
，

，

引

、
、

ガイド書F

▼

後座席共通)

(腰ベルトを1枚通す場合)

電

―

―

レミントンを前向きにして座席に置き、

向′上…、/ヵ し 座ヽ席を後方にスライドさせてから行ってください)

▼

アンカーを

に渡します。

はずして、シートベルトを図のように通します。

6

(取 りつけ完了図)

アンカー ~0 2枚 重ね

‐
肩ベルトをガイド部
の端に引っかける

シートベルトの長さが短い場合は

この方法で通してください。

▼

ベルトガイド吉「

ベルトガイド吉悟

にかけてから、タングをす寺ち、 シートベルトを反対側 (バックル側)



F

バックル側のアンカーをはずし、シートベルトを2枚 重

ねてアンカーに通してから、アンカーを2つ のフックに

1司時にかけます。

腰ベルトを引っ張った状態にしてからはずし(アンカー

は固定したまま)タングを 180°～ 360°回転させて
ベルトにひね↓)をくわえます。

タングを一度バックルに差し込んだ後、反対側から肩
ベルトの部分を引っ張って‖要ベルトをし/〕かりと張った

】犬態にします。

確認してください

レミントンの取りつけが終わった後、ぐ

らつきがないかを確認してください。

ベルトにひねりを加えた】犬態て、再度タングをバックル

に差し込んで完了です。

(前座席の場合は、最後に座席を前方にスライドさせ

ると更にしっかり固定されます。)

短ベルトを短くする方法

①短ベルト(バックル付のベルト)が、アンカーの上部に当たるか又は、アンカ
ーより上に出

てしまう場合は、②図のようにバックルをもって、短ベルトに数回ひね1)を加えて短くし、

③再度バックルに固定します。

※後座席の場合、短ベルトを短くする方法は上記のほか、ベルトクリップを使う方法があり

ます。(P i3参照)
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12点 式シ
ー
トベル トで固定する場合 (後座席の窓倶J席または中央席)

米取りつける前にリクライニングを一番起こした状態にしておきます (P5参 照)

(取 りつけ完了図)

引

Ｌ

′

′
″
，
″

ベルトガイド部

電

―

―

レミントンを前向きにして座席に

置き、長ベルト側のアンカーをは

ずして、シートベルトを図のように

アンカーに通します。

アンカーを2つ のフックに同時に

かけた後、図のように腰ベルトの

ながさを調節して、タングの位置

が図-5の 位置にくるようにでき

るかさり、ベルトを短くしてくださ

い。

アンカーを2つ のフックに同時に

かけてから、シートベルトをベルト

ブデイド部にキ1って反文寸恨J(バック

ル側)に渡します。

レミントン本体を座席に押えつけ

ながら、タングをバックルに差し

込んで完了です。

バックル側のアンカーをはずし、

シートベルトを通してから、レミン

トンを車の背シートいっぱいにく

っつけます。

確認 してください

取りつけが完了した後、ぐらつきがないかを

確認してください。ぐらつく場合は、4に戻っ

て再度腰ベルトの長さを短く調節してくださ

い。

短ベルト(バックル付のベルト)がアンカーの

上部に当たるか、又はアンカーより_上に出て

しまう場合は、一度タングをバックルからはず

し、バックルをもって短ベルトに数回ひねt)を

加えて短くし、再度タングをバックルに固定し

ます。

(P71短ベルトを短くする方法J、P13「ベルト

クl)ップの使い方」参照)

8



ぎ 後向きに取りつける場含
●取りつける前に、次の図の方法でアンカ

ーを後向き取りつけ用フックにかけ、アジャストステーを起こします。

( 2 )リクライエングレバ
ーをあげながら本体を一番

寝かせた状態にリクライエングさせ両アンカー

を後向き取 |りつけ用フックにかけます。

( | )リクライエングを一番起こした状態に

して両サイ ドのアンカーをはずします

(P5「アンカーのはずし方」参照)

米後向きに取り付けた場合は、リクライエング操作はできません。

(3)底画のアジャス トス

テーを起こします。

>

アジャストステー

3点 式シ
ー
トベル トで固定する場含 (前座席、後座席共通)

後向き取りつけ用フック

〈腰ベルトと肩ベルトを2枚重ねて通す場合〉

(取りつけ完了図)/―Tそ 及'分犯X舞うケ倉r?ある
場合は、2枚 通してください。

本体前部の下に ヽ 、`
沿ってベルトを通

〈腰ベルトのみ通す場合〉

(取りつけ完了図)/ダ!普貢盟竺曾話だ量li場合はこの方法で通してください

本体前部の下に

沿ってベルトを通 ヽぜ1:E「
‐……Lハぜ＼エトブ

~げ
W(/
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アンカーを2つのフックに同時にかけてから、タングを

持ち本体の下に沿って、シ
ートベルトを反対側 (バック

ル側)に渡します。

バックル側のアンカーをはずし、シートベルトを2枚重

ねてアンカーを2つのフックに同時にかけます。

(前座席の場合 )
ドアミラーの視界を妨げないために、タングを

一度バッ

クルに差し込んだ後、レミントンを図のように少し後方

に傾けてからレミントンの前側を車の背シ
ートに当て

るように置き直します。(この時、図のようにレミントンの

前側底面と座席の間に、すき間があくようにします)

前座席の場合は、最後に座席を前方にいっぱいにス

ライドさせ、レミントンの背もたれをダッシュボ
ードに接

するようにできるだけ近づけます。

(次ベージ、臣寧珠記へつづきます)

(後座席の場合)
タングを一度バックルに差し込んだ後、レミントンを少

し後方に傾け、前座席の背シ
ートに当て、反対側から

肩ベルトの部分を引っ張つて腰ベルトをしっかりと張っ

た状態にします。
(前座席の場合は、強く引っ張る必要はありません)

4、4'の状態にしてから、一度タングをバックルからは

ずし(アンカーは固定したまま)、タングを 180°
～

360°回転させてベルトにひねりを加えます。ベルト

にひねりを加えた状態で、再度タングを、バックルに差

し込んで完了です。

1 0



前ページのつづき

く後座席の場合〉

短ベルト(バックル付のベルト)がアンカ
ーの上部に当たるか、又はアンカーより

上に出てしまう場合は取りつけ後にぐら

つくことがあります。このような場合に

は、一度バックルをはずし、バックルをもっ

て短ベルトに数回ひねりを加えて短くし

再度、タングをバックルに固定します。

(P7「短ベルトを短くする方法J、P13

「ベルトクリップの使い方」参照)

く前座席の場合〉
＼

推紹稲、名離肇島話ぶ錫憐√
れていないかを、確認してください。 ドア

ミラーカくllえ4ばいとき|よ1背1のシートを後カ

に戻tンて 4J,手 1東|「え|ll〕う」がtンレミ

!|1/′iiを']ti!■自けまぃ

(車の背シートを前方に起こすと、レミント

ンは更に後方に傾きます)

再度、車のシートを前方にいっぱいにスラ

イドさせて完了です。

※ドアミラーの見える範囲は、車の種類や運転席の前後位置によって、異なります。

12点 式シ
ー
トベル トで回定する場含 (後座席の窓側または中央席)

・手取りつける前に、アンカーを後向き取1)つ(1用アックにかけ、アデ1ブ、トヌ、す―を起こします、(P9参 照)

(取りつけ完了図)

本十本高イ十‖げ)日こ

沿ってベルトを通

します

電

―

―

レミントンを後向きに座席に置き、長ベルト側のアンカ
ーをはずして、シートベルトを図のようにアンカーに通
します。

アンカーを 2つ のフックに同日寺にかけてからシートベ

ルトを本体の ドに沿って反対側 (バックル側)に渡し

ます。



ノ`ックル側のアンカーをはずし、シートベルトをアンカ
ーに通してからレミントンを少し4頃けた状態にして、車

の背シートいつぱいにくっつけます。

レミントンを図のように少し後方に傾け、レミントンの前

側を車の背シートに当てながら、タングをバックルに

差し込みます。この時、図のようにレミントンの前側底

部と、座席の間に少しすき間があくようにします。

二lⅢ‐.`ギ‐ ャ               !

健馳 てください

取りつけ衆了した後、ぐらつきがないかを確認してく
ださい。ぐらつく場合は、4に戻って再度解ヘルトの

長さを短く調節して、腰ベブ球を張わた状態守 ング

をバックルに回 おしてください。それでもぐら

つく場合は短べ ねり、短く調節してください。

♂弗申、声i3「ベルトクリッ

アンカーを2つのフックに同時にかけた後、腰ベルト

の長さを調節してタングの位置がアンカ
ーの下部にく

るようにできるかぎリベルトを短くします。

( P 8 図4 ・5 参照)

(窓側の座席の場合)
レミントンの背もたれが、前座席の背面にくっつくよう

に、前座席を後方にスライ障 せます。

て短くした上で、再度タングをバックルに固定します。

(P7「短ベルトを短くする方法」、P i3「ベルトクリップの使い

方」参照)

勢マ
イ

ギ
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取りつけ方に工夫がいる
シートベルト(後座席)があります

ベルクリップの使い方
タングがアンカーの上に出てしまう場合、短ベルトを短くするときに使います。
後座席へ取りつける場合、レミントンを座席に押さえつけてバックルにタングを差し込んだときに、タングがアンカーの上に出てtソ

まうことがあります。これでは、ベルトのしめつけが充分にできず、レミントンが不安定になって危険です。この場合は、図一|か

ら図-4の方法で、ベルトクリップを使い短ベルトを夕|くt!“、レミントンを固定したときに、下図のようにバックルの位置がアンカー

の下にくるようにします。

●短ベルトを短くする方法は丁ページにもありま号の
'tl、
どうちかの,|liよを達trく たさぃ。よを恵:んて

ヾ
くたさい(

直 した後

ベルトクリップで短ベルトを短くして、タングの位置を下げ

ます。

匝回-3

手を持ちかえて、矢印の方向に回転させます。

1 3

直す前   ヽ  プ 後ぶさミき、   /タ ング

短ベルトが長い場合

この状態では、ベルトのしめつけが充分にできません。

バックル寄りの位置にベルトクリップを差し込みます。 ベルトクlブップの両方のツメにベルトをかけます。

再び、ツメにベルトをかけます。

*ま だ長い場合は、3、4を 繰り返してさらに短くします。



長時間のドライブ。お子さまにとって、ずっと同じ姿勢でいるのはたいへんつらいものです。お子さまのごきげんに合わせて、体

の角度を変えてあげましよう。お子さまをシ
ートに乗せたまま、レバー 1つで簡単にリクライエングできます。リクライエングする

時は、下の方法で角度を調節しましよう。

1 図

の位置を片手で持ちます。 もう一方の手で、リクライエングレ

バーを上へ上げながら、本体を手前

に51きます。

起こす時は、リクライニングレバー

を上げながら本体を押し上げます。

リクライエングレバーを離すと、オー

トロックされます。

本体が完全に起きている時だけ、

アンカーがはずれます。

ａ
Ｊ

さらにもう一度リクライエングさせ

ると、いちばん下まで下がります。

リクライエングは3段階です。

●リクライエング操作をした後は、ロックがされているかを必ず確かめるようにしましょう。

●リクライエングは、前向きに取りつける時のみ可能です。後向きに取りつける時は、リクライエング操作はできません。

●リクライエングレバーに、お子さまがさわらないように注意してください。

1 4



いつもきれいなシートで。お洗濯もラクラクです

クッションのはすし万 (P2「各部のなまえ」、P3「肩ベルトのつけ替え方」参照)

①肩ベルトを肩ベルト調節

金具からはずし、肩ベル

ト通 し穴から引き出しま

す。

②肩ベルトをパッドからは

ずします。肩ベルト

は、腰ベルト通し穴から

抜 き取らないでくださ

い 。

③シートの下にあるホック

をはずします。

肩ベルトカパーの取り扱い方 (3ページ参月R)

03ペ ージの肩ベルトのつけ替え方の図を参照しながら肩

ベルトを背面の肩ベルト調節金具からはずして、肩ベルト

カバーを引き抜いてください。

●取りつける時は逆の順序で取りつけ、肩ベルトの調節を

してください。

肩ベルトカバーの洗い方

●洗濯機、手洗いのどちらでもOK。

(クッションの洗い方と同じです)

④パッドをクッションから抜い

て、ベルトを腰ベルト通し穴

に'こしたまま、クッションを

上へ引き上げます。

※クッションの取 りつ け方

は、逆の手順で行います。

クッションの競い方
●洗濯機、手洗いのどちらでもOK。水温は30℃以下にして

ください。洗濯機で洗う場合は、弱い水流にして短時間で

イ子ってください。

●強く絞ると、シワが残るので軽く行ってくださいの

●千すときは、風通しのよい日陰に平干ししてください。

●塩素系漂白斉Jは、色落ちするので使わないでください。

本体.肩ベルトのお手入れ方法
●普段は水拭きで充分です。

汚れがひどいときは、中性洗斉」を水で薄めた液で汚れを

とり、水才式きしてから日陰Tし してください。
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①いつも走行前には、次のことを確認してください。

●レミントンは、車の座席にしっかり固定されています

か?

●肩ベルトが肩にフィットしていますか?

●肩ベルトにねじれやたるみはありませんか?

●バックルは、しっか''ロックされていますか?

④車の座席にクッション、座ゥSミとんなどを敷いたまま

でレミントンを取りつけないでください。

②お子さまがレミントンの上で立ったり、中腰になった

り、正座をしたりしないよう注意してください。

③バックルボタンは、お子さまの力では押しにくい強

さに作られていますが、何かの拍子にはずれてし

まうことも考えられます。お子さまにはバックルボタ

ンにさわらないよう言いきかせ、時 パ々ッドカバ
ーが

開いていないかを確認してください。

⑤ l度でも衝突事故などで強い衝撃を受けたレミン

トンは、外見上の破損がなくても、絶対に再使用し

ないでください。

⑥肩ベルトに傷がついた場合は、必ず新しいベルト

に替えてください。

※性能向上のため、予告なく仕様を変更する場合があります。

1 6



①レミントンに直射日光が当たると、本体やパッドな

どが熱くなることがあります。お子さまを座らせる

前に各部分にさわって、やけどをしないことを確認

してください。夏は日陰に駐車するか、本体に布

などをかけておくことをおすすめします。

③ 2ドアや 3ドアの車の場合、後座席に人が乗ると

きは緊急時の脱出のためレミントンを助手席に取

りつけないでください。

①運転中にはレミントンの操作をしないでください。

必ず、車を安全な場所に停車させてから行いまし

よう。

①このカーシートは、必ず自動車のシートベルトで回

定してください。また、お子さまが乗っていないとき

でも、必ずレミントンをシートベルトで固定してくださ

t 。ヽ

①レミントンを改造したり、本書にある以外の取り扱

いはおやめください。

※性能向上のため、予告なく仕様を変更する場合があります。

緊急の場含には
事故など緊急事態のときは、保護者の方がくレミ ン トン)から

お子さまを解放し、すみやかに車外へ連れ出してください。

1 7
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